
 
 
 
 
 
 

教 育 目 標 

夢をはぐくむ奥沢小学校 

深く学び 伝え合う子 

なかよく やさしい子 

  たくましく やりぬく子 

重 点 目 標 
「みんな笑顔で  ぽっかぽか 

   進んで行動 おくさわの子」 
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心 を そ ろ え る  

                                                                            
校長  堀   智 行

 

早いもので、１学期の終了まで残すところ１ヶ月となりました。１学期の学習や生活を振り返り、自

分の成長を確かめまとめることが必要な時期です。何かをしても、何もしなくても時間は平等に過ぎ去

っていきますが、節目節目で立ち止まり振り返ることは、人の成長にとって大切なことです。 

夏休みまでの一日一日を大切に過ごしてほしいと思います。 

さて、右の言葉は、長野市の円福寺の住職だった藤本幸邦（ふ

じもと こうほう）さんが書いたものです。「脚下照顧（きゃっ

かしょうこ）」の教えがもとになっているそうで、「自分の足元

を見よ」「自分の行いを見よ」という意味ですが、それを子ども

にもわかるように、それがいつも行動として身に付くように考

えたのがこの言葉なのだそうです。藤本さんは、終戦後に多く

の子どもたちを預かり、家族のように育ててこられましたが、

いつも玄関の靴が乱れていたことから、この言葉で子どもたち

を諭そうとしたそうです。「自分の靴をそろえることができる人

は、心が穏やかで、自分の行動を冷静に判断し、他の人の気持

ちを考えられることができる人です。そして、他の人が乱した

靴も、黙ってそろえることができる人でもあります。」と。  

一人一人が自分のことを客観的に冷静に見つめたり、考えた

りしながら行動することはとても大切なことです。特に、人は一生涯何かの集団の中で生きていかなけ

ればなりません。自分ができることを一つ一つ積み重ねていくことで、「自分の心が整う」「友だちとの

心が整う」「学級の心が整う」そして、「学校の心が整い、地域や社会の一員としてより良い方向へ導い

て変えていく原動力になる」ものと思います。これからも、学校の心が整うことを目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥沢 

小学校 

楽しかった修学旅行 
６月１９日（水）～2０日（木）に、天候にも恵まれた中、修学旅行に行ってきました。 

１日目は札幌の陶芸教室で陶器づくりに挑戦。その後、登別伊達時代村で忍者ショーやアトラクションを見ました。

そして、地獄谷を見学後、温泉街でお土産などの買い物をし、ホテルまほろばに到着しました。ホテルでは、夕食の

バイキングをおなかいっぱい食べたり、温泉に入ったり、部屋で友だちと楽しいひと時を過ごしたりしながら 1 日

目が終わりました。 

 ２日目はホテルのおいしい朝食を食べ、伊達市の北黄金貝塚を見学しました。そして、最後の目的地、白老のウポ

ポイでは、民族舞踊や展示物を見学し、アイヌ文化に触れました。その後、白老牛のハンバーグを食べ、無事帰路につ

きました。 修学旅行の２日間、子どもたちはルールやマナーを守り、友だちのことを思いやりながら行動できまし

た。奥沢小の顔として、今年も立派に行動でき、確かな成長を感じる修学旅行となりました。 
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１日（月） 4年生社会見学（屋形船） 

 5年生水泳学習 放課後学習③ 

２日（火） 全校朝会 スクールカウンセラー在校日 

４日（木） 通常日課５時間授業 

      ※小樽市研修講座開催のため 

５日（金） 3年生水泳学習 

5時間授業 情報モラル教室（4年生以上） 

８日（月） 2年生水泳学習 

学期末短縮4時間日課（給食有） 

９日（火） 5年生食育授業 スクールカウンセラー在校日 

１０日（水） 4年生水泳学習 

１１日（木） 職員会議 

１２日（金） 1年生水泳学習 

学期末短縮4時間日課（給食有） 

 

１４日（日）～１６日（火） 住吉神社祭典 

１５日（月） 海の日 

１６日（火）～１９日（金） ていねい清掃週間 

１７日（水） 児童会ゲーム集会 

１９日（金） クラブ活動①（4年生以上） 

       6年生食育授業 

２２日（月） 終業式 短縮3時間授業 

２３日（火）～８月２1日（水） 夏季休業 

２３日（火） 学習・体力チャレンジタイム 

２４日（水） 学習・体力チャレンジタイム 

２７日（土） 潮ねりこみ 

 

※６／２７現在の予定です。 

今後変更の可能性もあります。 

 ７月行事予定  

  生活を見直そう！ 
 奥沢小学校では、子どもたちの食生活の改善や 

フードロス等の社会問題への意識を育てて行くた 

めに、全ての学年で食育授業を実施しております。 

 まず、５年生では小樽市在住の北海道フードマ 

イスター宮部さんを招き、「知産志食」をテーマ 

に授業をしていただきました。次に、３年生では 

小樽市の栄養教諭太田先生を招き、「食に対しての感謝」をテーマに

授業をしていただきました。栄養教諭さんを招いての授業は今後他

の学年でも実施していきます。 

 ご家庭でも子どもたちと食に関して話す時間を持てるといいで

すね。 

ふるさとの     音頭を体験しました。       
 今年も全校で、藤間扇玉さんを講師に招き潮音頭の体験を実施

しました。 

 校長先生から示されているスローガン「はあとふる」の「ふ」

の字は「ふるさとを愛す」です。ふるさとの踊りを知り、ふるさ

との行事に進んで参加することも奥沢小の目標の１つです。みん

なでもっともっと小樽のことを知り、関わりをつくりながら好き

になってほしいですね。 

食 

潮 

 スマートフォン、ＳＮＳの使い方を考えてみませんか。       
 スマートフォン､ＳＮＳは今の社会ではなくてはならないツールの１つになってきています。し

かし、全く問題がないツールと言い切れません。いじめ問題、犯罪に巻き込まれるケース等は報

道でも多く聞きますし、本校でも子ども同士のトラブルに繋がっているケースは多々あります。 

 まずは、お子様のスマートフォンやＳＮＳの使用について保護者の皆さんに把握していただく

ことが大切だと思っています。そして、来月には情報モラル教室も実施されますので、「おたるス

マート７」を参考にお子様と使い方について考える時間をもっていただければと思います。 

 

 

5年生は後志の食材に 

ついて学習しました。 


